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湧水地点�
全調査（3時期）とも水が湧いています。�

ため池跡�
水が抜かれて、湿地帯になっています。�

ため池　�
一般の立ち入りは制限されています。� ヒバカリ�

オニヤンマ�

ヘイケボタルを確認�

オニシバリ-コナラ群集�
林の高さが20mを超えた、大きなイヌ�
シデーコナラ林です。�
林内はほとんどが常緑植物です。�

関谷公園�
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上：〈関谷公園〉�
下：〈城廻〉�

ミゾソバ群落�
ため池跡の湿地にできた草原です。�
ミゾソバとドジョウツナギの2種類の湿生植物が�
密生しています。�
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関谷公園�

◆調査確認種数�

　植物 : 69科138種�
　動物�
　　哺乳類 : モグラ、タヌキ他 3科3種�
　　鳥類 : 17科25種�
　　爬虫類 : カナヘビ 1科1種�
　　両生類 : ニホンヒキガエル 1科1種�
　　昆虫類 : 79科201種�
　　底生動物 : 13科16種�

◆特記事項�

�

�

�

�

�

城廻�

◆調査確認種数�

　植物 : 66科166種�
　動物�
　　哺乳類 : モグラ他 3科3種�
　　鳥類 : 17科24種�
　　爬虫類 : ヒバカリ 1科1種�
　　両生類 : ニホンヒキガエル、アマガエル�
　　　　　　ニホンアカガエル 3科3種�
　　昆虫類 : 77科152種�
　　魚類 : 1科1種�
　　底生動物 : 12科14種�

◆特記事項�

　関谷公園は、湧水の水質は良く、周辺自然環
境も豊かです。�
�
　湿地の再活用（一部に水をためるなど）を検
討することで、動物生息空間としての価値が、さ
らに高まる可能性があります。�

　城廻の水質は悪化の傾向にあります。周辺が
住宅地に囲まれており、生活排水等が流入して
いると推察されます。�
�
　しかし、池の周辺では、カワセミの繁殖の可
能性がある他、コガモ、アオサギが飛来するな
ど、人があまり訪れない池に水鳥が集まってい
るようであり、適切な管理をしながら、維持して
いくことが望まれます。�
�

タヌキのため糞�
タヌキは家族で特定の場所に糞をする習性があります。�

オニシバリーコナラ群集（イヌシデーコナラ林）�
林床にアズマネザサは茂っていますが、種類は多く、コウヤボウ�
キやヤマツツジなどの雑木林の構成種も生育しています。�

竹林�
密生しているモウソウチク林です。林内には日陰に強いジャノ�
ヒゲなどの植物が散生しています。�

シオカラトンボ�

コサギ�

ニホンヒキガエル幼生�

城廻�

ニホンアカガエル幼生�
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ナミテントウ�

カブトムシ� ホオジロ�

アズマネザサークズ群落�
畑の跡地にクズが繁茂しています。�
アズマネザサとクズが密生し、他に６種類ものツル植物が�
からみあっています。�

ヒメウラナミジャノメ�アオダイショウ�
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上：〈玉縄城址公園〉�
下：〈植木〉�
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玉縄城址公園�

◆調査確認種数�

　植物：55科126種�
　動物�
　　哺乳類：モグラ他 2科2種�
　　鳥類：18科22種�
　　爬虫類：アオダイショウ １科１種�
　　昆虫類：61科121種�

植木�

◆調査確認種数�

　植物：46科86種�
　動物�
　　哺乳類：モグラ他 2科2種�
　　鳥類：15科20種�
　　昆虫類：55科114種�

◆特記事項�

　玉縄城址公園、植木は、周辺の開発により、林
緑部分が増大し、林床にアズマネザサが密生す
る場所が多くあります。�
�
　玉縄城址公園、植木は単独緑地としてではな
く、龍宝寺などの周辺緑地と一体として扱い、保
全していくことが重要です。�
�
　なお、市民からの情報では、植木周辺でフクロ
ウが数年前に巣をつくっていたということです。�

玉縄城址公園�

植木�

セグロセキレイ�

コゲラ�

フクロウ�

ヤブコウジースダジイ群集�
アカガシの多いスダジイ林で鎌倉市ではめずらしい林です。�
植生遷移が十分進んだシイ林で、夏緑植物はわずかです。�

コジュケイ�




